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第４号様式（第１０条関係） 

会 議 録 （要 旨）  

会 議 名 令和５年度第２回武蔵村山市子ども・子育て会議 

開 催 日 時 令和５年１２月２６日（火）午後７時から午後８時４０分まで 

開 催 場 所 さくらホール（市民会館）展示室 

出 席 者 及 び

欠 席 者 

出席者：木村会長、荒井副会長、若山委員、夏井委員、押本委員、波

田委員、杉原委員、亀田委員、田中委員、小川委員、原田委

員、前田委員 

欠席者：高山委員、髙橋委員、細谷委員 

事務局：子ども青少年課長、子ども青少年課手当・青少年係長、子ど

も青少年課保育・幼稚園係長、子ども青少年課保育・幼稚園

係担当 

受託業者：株式会社名豊 

議 題 

⑴ 生活実態調査（１６～１７歳・保護者）票（案）について 

⑵ 子ども・若者を取り巻く状況調査票（案）について 

⑶ その他 

結 論 

（決定した方針、残

された問題点、保留

事項等を記載す

る。） 

議題１について 

委員の皆様からいただいた指摘事項等を踏まえ、会長と事務局及び

子ども・子育て支援事業検討委員会で調整の上、内容を確定させるこ

ととする。 

 

議題２について 

委員の皆様からいただいた指摘事項等を踏まえ、会長と事務局及び

子ども・子育て支援事業検討委員会で調整の上、内容を確定させるこ

ととする。 

 

議題３について 

 次回の子ども・子育て会議については、令和６年３月頃を予定して

いる。 

内容については、各調査票の結果報告書を確認していただく予定で

ある。 

具体的な日時については、改めて調整の上、各委員に通知する。 

審 議 経 過 

（主な意見等を原

則として発言順に

記載し、同一内容は

一つにまとめる。） 

１ 開会 

 

２ 議題 

⑴ 生活実態調査（１６～１７歳・保護者）票（案）について 

  ―事務局から生活実態調査（１６～１７歳・保護者）票（案）の

内容について説明― 

 

＜質疑応答＞ 

 （会 長）１６〜１７歳調査票の２ページ問３について、「持ちた

くない・いらない」という選択肢は「持っていないし、

持ちたくない」という人が回答するのか、「持っている

けれど、持ちたくない」と思っている人が回答するもな

のか。回答の仕方が分かりにくいので、修正した方がよ

い。 

（事務局）問３の選択肢の分類については、「持っている」、「持っ

ていない」とし、「持っていない」を選択した方はさら

に「持ちたいが持っていない」か「持ちたくない・いら

ない」かを選択する内容に変更する。 
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 （会 長）問３の選択肢に「１年に１回の家族旅行（１泊以上）」

とあるが、保護者調査票では、「１年に１回くらい」と

なっている。１年に１回と限定せず、「１年に１回くら

い」という表現でよいのではないか。 

 （事務局）検討する。 

 （副会長）１６～１７歳調査票の３ページ問４で「友達」と表記さ

れている部分があるが、「友人」と「友達」のどちらを

使用することで整理されたのか伺いたい。 

 （事務局）中学生の調査票では「友人」と表記することとしたため、

高校生についても「友人」に修正する。 

 （副会長）１６～１７歳調査票の８ページ問２５で、アルコールや

たばこを吸っているかについての設問があるが妥当な

内容か。 

 （事務局）他の自治体でも同様の設問を取り入れているところがあ

るが、再度検討する。 

 （会 長）１６～１７歳調査票の７ページ問１８について、回答の

仕方が分かりづらいと感じる。Ａ～Ｆのうち最も多いも

のを選んで回数を書くものか。 

 （事務局）本設問については、１週間のうちファーストフードが何

回、飲食店での外食が何回というように、全ての箇所に

回数を記入していただくことを想定している。 

（会 長）回答方法が分かりやすくなるよう、文面を変更した方が

よい。 

 （事務局）記載内容について検討する。 

（事務局）事務局から１点、検討委員会から意見のあった部分につ

いて情報共有する。１６～１７歳調査票の３ページ問５

だが、選択肢１～８以外の可能性を踏まえて「その他の

学校」を追加した方がよいのではないかという意見が

あったので、追加して対応できればと考えている。 

 （会 長）１６〜１７歳調査票の１２ページ問３３で「よくある」

と「ある」という表現が入り混じっているように思う。

これは意図的に分けているのか。 

 （事務局）頻度の差を表現する必要があるのか改めて検討する。 

 （会 長）問３３の選択肢４については、「必要な食事や衣服を与

えられなかった」と「自分を守ってくれる人は誰もいな

いと感じること」に分けた方がよいのではないか。 

 （事務局）検討する。 

 （会 長）１６～１７歳調査票の１２ページ問３４で「Ａ 地域

（子ども）食堂」の他に選択肢を５つ追加するとのこと

だが、どのような内容か。 

 （事務局）「Ｂ （家以外で）平日の放課後に夜までいることがで

きる場所」「Ｃ （家以外で）休日に居ることができる

場所」「Ｄ 家で勉強ができない時静かに勉強ができる

場所」「Ｅ （学校以外で）進路や勉強や家族の事など

何でも気軽に相談できる場所」を選択肢として追加する

予定である。 

 （会 長）選択肢Ａだけがサービス名称であり、選択肢Ｂ以降につ

いては「～できる場所」となっているため、全て同じよ

うな表現にした方がよいと考える。 

 （事務局）検討する。 

 （会 長）１６～１７歳保護者調査票の１２ページ問３６の選択肢

８について、「子育て支援センター」でよいのか。 

 （事務局）「子ども家庭支援センター」に修正する。 
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 （会 長）選択肢８の「子ども家庭支援センター」は選択肢９の「行

政の窓口」とは違うと考えたほうがよいのか。また、子

育て支援センターについて、保育所などにあるのは地域

子育て支援センターで、自治体によって呼称が違うがこ

こでの子育て支援センターについてはどのような内容

として捉えているのか。 

 （事務局）選択肢８の呼称については改めて検討する。 

 

⑵ 子ども・若者を取り巻く状況調査票（案）について 

  ―事務局から子ども・若者を取り巻く状況調査票（案）の内容に

ついて説明― 

 

＜質疑応答＞ 

 （委 員）３ページ問１０についてだが、正規職員であり、かつ、

専門技術職や研究職の方は「８ 正規職員」又は「１０

専門技術職・研究職」のどちらを選べばよいのか。 

 （事務局）回答方法が分かりづらくならないように再度検討する。 

 （副会長）６ページ問１８− １で「９ 働きたい気持ちはあるがこ

れまでうまくいかず自信がない」とあるが、例えば発達

障害であるとか、理由を掘り下げて聞くことはできない

のか。 

 （事務局）検討する。 

 （会 長）６ページ問１８－１の選択肢８と選択肢１０について、

内容が似通っているため、表現を改めた方がよい。また、

選択肢に「働きたい気持ちがあるが」という文言がいく

つかあるが、設問に「働きたいという思いがある一方で」

と記載があるため削除した方がよい。選択肢１２につい

ては、「勇気がでない」という文言を入れるとバイアス

がかかってしまうため削除した方がよい。 

 （事務局）検討する。 

 （会 長）いくつかの設問において、「答えたくない」という選択

肢を設けているが、表書きに「答えたくない設問には答

えなくてよい」と入れてはどうか。 

 （副会長）ニーズ調査については、回答者の意見を把握することが

目的のため、選択肢に「答えたくない」を入れることに

抵抗がある。 

 （事務局）設問によっては、具体的に書きたくないものもあると思

われるため、無回答と区別するために「答えたくない」

という選択肢を追加しているが、表書きに「答えたくな

い設問には答えなくてよい」を入れるかについては改め

て検討する。 

 （会 長）性別についても「回答したくない」よりも「その他」が

一般的ではないか。 

 （委 員）９ページ問２９− ２の「１ 子どもがいると生活が楽し

く心が豊かになるから」という選択肢だが、心が豊かに

なるというのは主観的な感じがする。「子どもを持つと

楽しそう」でよいのではないか。 

 （事務局）検討する。 

 

⑶ その他 

 （事務局）事務局から２点報告する。１点目は高校生を対象とした

ワークショップについてであるが「こども大綱」におい

て、計画を策定する歳に子どもの意見を聴取し、計画の
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内容に反映することが求められている。 

今回は１月下旬に武蔵村山高校・上水高校・拓殖大学第

一高校の３校でそれぞれ２回の計６回、ワークショップ

を実施する予定となっている。ワークショップでは株式

会社名豊がファシリテーターとして参加し、およそ１０

～２０名の高校生に特定のテーマについてディスカッ

ションをしてもらう予定である。 

ワークショップごとに個別のテーマがあるが、共通する

テーマとして「こどもの居場所」を設定している。 

なお、高校生ワークショップについては、各調査票の結

果報告書とは別に報告書を作成する予定となっている。 

２点目は次回の会議日程についてである。次回は令和６

年３月頃を予定している。内容は各種ニーズ調査の結果

報告書を確認していただく予定である。具体的な日時に

ついては、改めて調整の上、各委員に通知する。 

 

４ 閉会 

 

会議の公開・非

公 開 の 別 

☑公 開              傍聴者：  ０  人 

□一部公開 

□非 公 開 

 ※一部公開又は非公開とした理由 

 

 

 

 

 

会議録の開示・非

開 示 の 別 

☑開 示 

□一部開示（根拠法令等：                ） 

□非 開 示（根拠法令等：                ） 

 

庶 務 担 当 課 子ども家庭部 子ども青少年課 （内線：１８４ ） 

（日本産業規格Ａ列４番）  


